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２
月
18
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
会
期

で
２
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
市
長
提
出

の
令
和
８
年（
２
０
２
６
年
）度
当
初
予
算

は
、一
般
会
計
、８
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
・

下
水
道
事
業
会
計
で
、
総
額
２
９
２
５
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
当
初
予
算

に
は
、
青
少
年
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
移
転
・
集
約
建
て
替
え
に
係
る
基
本
構
想

の
策
定
経
費
や
、
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
南
立
体
駐
車

場
跡
地
を
活
用
し
た
特
定
教
育
・
保
育
施
設

等
整
備
支
援
事
業
、
北
千
里
駅
前
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
に
係
る
経
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
に
よ
る�

家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
子
育
て
応

援
手
当
の
追
加
支
給
経
費
を
計
上
し
た
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）や
、「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」の
実
施
に
向
け
た
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
、
吹
一
地
区
公
民
館
さ
ん

く
す
分
館
の
廃
止
に
伴
う
条
例
改
正
な
ど
、

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
46
件
の
議
案
は
す
べ

て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ス
ラ

エ
ル
及
び
イ
ラ
ン
に
お
け
る
武
力
行
使
の
即

時
停
止
と
平
和
的
解
決
を
求
め
る
決
議
や
、

意
見
書
案
な
ど
計
４
件
の
市
会
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。（
委
員
会
で
の
審
査
内
容
の

一
部
は
８
～
13
面
に
、
議
決
結
果
等
は
14
、

15
面
に
掲
載
）

８
年
度
当
初
予
算
、
総
額
2,925
億
円
を
可
決移転・集約建て替えを予定している
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代 表 質 問 ・ 質 問 に つ い て

代 表 質 問
本定例会では４会派が代表質問を行いました。

　２月25日、26日、27日、３月２日の４日間で31人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いま
した。その一部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。また、記事の
内容は本定例会の代表質問・質問（個人質問）時点のものです。）
　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民相談室（情報公開）、図書館等に
備えています。

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
整
備 

事
業
の
周
辺
地
域
と
の
合
意
形
成
を

問　
令
和
８
年
２
月
16
日
開
催
の
、
本
市
、

摂
津
市
お
よ
び
摂
津
市
竹
之
鼻
自
治
会
等

に
よ
る
協
議
を
踏
ま
え
、
地
域
と
の
合
意

形
成
に
向
け
て
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。
地
域
と
の
対
話
を
続
け
、
事
業

の
懸
念
解
消
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
事
業
者
、
摂
津
市
と
連
携
し
、
引
き

続
き
丁
寧
な
事
業
内
容
の
説
明
に
努
め
る
。

答
市
長　
事
業
者
と
担
当
部
局
か
ら
不
安

の
あ
る
方
々
に
、
計
画
や
趣
旨
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

民
泊
規
制
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を

問　
近
隣
自
治
体
で
民
泊
規
制
が
進
む
中
、

本
市
が
民
泊
の
受
け
皿
と
な
ら
な
い
よ
う
、

条
例
制
定
を
含
む
総
合
的
な
対
策
を
早
急

に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
住
民
の
安
全
な

生
活
環
境
を
守
る
た
め
明
確
な
方
針
を
示

す
べ
き
で
な
い
か
。
市
長
の
決
意
を
問
う
。

答
市
長　
民
泊
は
法
律
で
認
め
ら
れ
た
事

業
で
あ
り
、
そ
の
運
営
が
法
の
趣
旨
に
沿

わ
な
い
場
合
の
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手

法
で
周
辺
の
住
環
境
の
保
全
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

第
三
セ
ク
タ
ー
で
学
校
課
題
に
対
応

問　
天
理
市
で
は
、
教
員
の
悩
み
や
従
来

は
学
校
が
対
応
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、

多
様
な
分
野
の
専
門
家
で
構
成
す
る
第
三

セ
ク
タ
ー
に
よ
る
支
援
が
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
学
校
課
題
の
解
決
と
教
員
負
担
の

軽
減
を
目
的
に
本
市
も
同
様
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
教
育
委
員
会
等
の
支
援
の
下
、
学
校

が
中
心
と
な
り
解
決
を
図
っ
て
い
る
。
昨

今
は
学
校
だ
け
で
の
対
応
が
困
難
な
問
題

が
増
え
て
お
り
、
今
後
も
他
市
事
例
を
参

考
に
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

美
容
院
で
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
検
査
を

問　
糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
重

症
化
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
糖
尿
病
予
備

軍
を
い
か
に
予
防
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

毛
髪
か
ら
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
を
可
視
化
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
市
内
企
業
と
と
も
に
、

美
容
院
で
の
１
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実

証
実
験
の
実
施
等
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
健
康
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
当
該
事
業
者
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
、
市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
資
す

る
地
域
実
証
事
業
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
体
制
の
適
正
化
を

問　
Ｄ
Ｘ
の
本
質
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用

に
よ
る
余
剰
人
員
削
減
と
行
政
コ
ス
ト
削

減
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
施
政
方
針
に

は
職
員
体
制
や
固
定
費
削
減
へ
の
踏
み
込

み
が
な
い
。
今
後
の
行
政
改
革
に
お
け
る

職
員
体
制
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
問
う
。

答
市
長　
Ｄ
Ｘ
も
含
め
た
業
務
プ
ロ
セ
ス

改
善
を
進
め
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｘ
の
第
一
目

的
は
迅
速
で
細
や
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
実
現
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
的
に
人

員
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
入
学
時
か
ら
習
い
事
助
成
を

問　
習
い
事
助
成
を
小
学
４
年
生
ま
で
拡

充
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
本
市
で
は

相
対
的
貧
困
世
帯
の
約
２
割
で
経
済
状
況

が
子
ど
も
の
習
い
事
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
機
会
を
確
保
し
、

学
習
習
慣
等
に
差
が
つ
か
な
い
よ
う
、
小

学
１
年
生
か
ら
助
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
副
市
長　
小
学
４
年
生
の
習
い
事
費
用

が
他
学
年
と
比
較
し
て
最
も
高
額
だ
と
い

う
国
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
対
象
の
拡

充
を
行
っ
た
。
今
後
の
方
向
性
は
利
用
状

況
や
効
果
を
踏
ま
え
適
切
に
判
断
し
た
い
。

公
　
明
　
党小こ

北き
た　

一か
ず

美み

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

有あ
り

澤さ
わ　

由ゆ

真ま

大
阪
維
新
の
会

井い

口ぐ
ち　

直な
お

美み
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小
学
校
給
食
無
償
化
と
質
の
両
立

問　
長
年
求
め
て
き
た
無
償
化
の
実
現
は

喜
ば
し
い
が
、
国
基
準
を
超
え
る
分
が
保

護
者
負
担
に
な
り
う
る
点
が
課
題
で
あ
る
。

物
価
高
騰
時
も
献
立
の
質
の
維
持
が
必
要

で
あ
る
一
方
で
、
負
担
を
保
護
者
に
転
嫁

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

答　

２
０
２
６
年
度
は
基
準
額
超
過
分
を

公
費
負
担
と
し
、
栄
養
基
準
に
沿
っ
た
給

食
を
提
供
す
る
。
次
年
度
以
降
の
負
担
の

在
り
方
も
質
の
維
持
を
前
提
に
検
討
す
る
。

深
刻
な
介
護
の
人
手
不
足
問
題 

国
を
補
う
市
独
自
の
取
り
組
み
を

問　
介
護
現
場
で
は
採
用
や
応
募
が
ゼ
ロ

と
い
う
声
が
相
次
ぎ
事
業
所
の
存
続
さ
え

危
ぶ
ま
れ
る
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
最
大

要
因
で
あ
る
低
賃
金
に
対
す
る
国
の
対
策

は
不
十
分
で
格
差
解
消
に
は
程
遠
い
た
め
、

市
独
自
の
施
策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
市
独
自
で
の
抜
本
的
改
善
に
は
財
政

上
の
限
界
が
あ
る
。
今
後
も
定
着
支
援
に

努
め
つ
つ
、
国
へ
制
度
改
善
を
求
め
る
。

答
市
長　
継
続
的
な
人
材
確
保
の
実
現
は

国
の
責
任
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
、
国
へ
抜
本
的
対
応
を
求
め
て
い
く
。

日
本
共
産
党益ま

す

田だ　
洋よ

う

平へ
い

　市議会の活動や定例会のお知らせのほか、吹田市のまちづくりや暮らしについて、
市議会を通して知ってもらえるような、また関心を持ってもらえるような情報を�
発信していきます。皆様からのフォローやいいねをぜひお待ちしております！

吹田市議会
公式Instagram はじめました

質問項目などの真面目な内容から、思わずクスッと
してしまうような議員紹介まで、バラエティ豊かに
掲載しています。

左のＱＲコードを読み取
るか、インスタグラムで
「吹田市議会【公式】」
または
「suita_shigikai」と
検索してください♪
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質 問（ 個 人 質 問 ）
本定例会では27人の議員が質問（個人質問）
を行いました。

重
度
障
害
者
の
暮
ら
し
の
場
を

問　
重
度
障
害
者
が
年
齢
を
重
ね
、
老
障

介
護
が
深
刻
さ
を
増
す
中
、
入
所
施
設
の

不
足
等
に
よ
り
受
け
入
れ
は
厳
し
く
整
備

は
急
務
で
あ
る
。
北
摂
各
市
町
で
連
携
し
、

大
阪
府
に
強
く
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
医
療
的
ケ
ア
に
対
応
で
き
る
入
所
施

設
や
医
療
型
短
期
入
所
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
北
摂
地
域
の
当
事
者
や
家
族
か
ら
強

い
要
望
が
あ
る
。
北
摂
市
長
会
と
も
連
携

し
、
府
に
早
急
な
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
と 

混
雑
防
止
策
を
早
急
に
進
め
よ

問　
有
権
者
が
不
利
益
を
被
る
選
挙
を
常

態
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
公
共
施
設
で

の
投
票
所
の
優
先
利
用
や
、
増
設
と
混
雑

防
止
策
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

答　
施
設
の
利
用
規
約
へ
の
選
挙
に
関
す

る
条
項
追
加
は
、
他
市
事
例
を
研
究
す
る
。

答
市
長　
市
民
の
投
票
行
動
の
変
化
を
感

知
し
、
期
日
前
投
票
所
配
置
の
最
適
化
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

令
和
８
年
度
予
算
編
成
へ
の
姿
勢
は

問　
令
和
８
年
度
予
算
か
ら
は
、
総
合
計

画
に
示
す
財
政
指
標
実
現
へ
の
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
な
い
が
達
成
可
能
か
。
ど
の
よ
う

な
財
政
規
律
で
予
算
編
成
を
行
っ
た
の
か
。

答
副
市
長　
短
期
間
で
の
達
成
は
困
難
だ

が
、
引
き
続
き
収
支
改
善
に
努
め
た
い
。

予
算
編
成
で
は
全
庁
で
課
題
を
共
有
し
、

従
来
以
上
の
歳
出
の
精
査
な
ど
で
収
支
均

衡
を
図
っ
た
。
今
後
も
課
題
を
先
送
り
せ

ず
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

全
世
代
向
け
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
防
犯
対
策
を

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
被
害
が
全
世
代
で
急
増
し
て

い
る
。
従
前
の
高
齢
者
対
策
を
超
え
た
全

世
代
対
象
の
啓
発
や
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
が

急
務
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
全
世
代
へ
の
啓
発
の
必
要
性
を
認
識

し
て
お
り
、
若
年
層
へ
の
啓
発
等
を
強
化

す
る
。
公
民
館
等
で
防
犯
講
座
を
行
い
、
地

域
で
の
啓
発
を
担
う
被
害
防
止
サ
ポ
ー
タ�

ー
養
成
を
検
討
し
、
今
後
は
市
民
参
加
型

の
手
法
で
意
識
強
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

参
　
政
　
党久く

保ぼ　

直な
お

子こ

日
本
共
産
党塩し

お

見み

み
ゆ
き

大
阪
維
新
の
会

乾い
ぬ
い　

　
　

詮さ
と
し

大
阪
維
新
の
会

林は
や
し　

　

恭や
す

広ひ
ろ

柔
軟
に
対
応
で
き
る
総
合
計
画
を

問　
第
５
次
総
合
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、

予
測
し
づ
ら
い
未
来
の
細
か
な
数
値
に
基

づ
き
策
定
す
る
の
で
は
な
く
、
大
き
な
方

向
性
を
共
有
し
つ
つ
感
染
症
や
大
規
模
災

害
等
の
想
定
外
の
事
象
が
起
き
て
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
な
い
か
。

答　
同
計
画
策
定
の
方
針
は
政
策
会
議
で

定
め
る
が
、
社
会
状
況
等
の
変
化
へ
柔
軟

に
対
応
で
き
る
計
画
を
意
識
し
、
大
局
的

な
観
点
も
重
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
外
出
支
援

問　
移
動
に
困
難
を
抱
え
る
方
の
外
出
手

段
の
確
保
に
向
け
、
他
市
で
は
送
迎
バ
ス

の
空
席
活
用
な
ど
独
自
支
援
が
進
ん
で
い

る
。
本
市
も
地
域
任
せ
に
せ
ず
、
部
局
間

連
携
で
主
体
的
に
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
特
定
層
を
対
象
と
し
た
新
た
な
移
動

手
段
の
導
入
は
現
時
点
で
考
え
て
い
な
い
。

答　
新
た
な
制
度
構
築
は
財
政
負
担
も
大

き
い
。
ま
ず
は
既
存
制
度
の
周
知
を
進
め

つ
つ
、
他
市
の
取
り
組
み
を
注
視
す
る
。

子
ど
も
の
良
質
な
成
育
環
境
整
備
を

問　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
継
続
性

や
事
故
防
止
、
個
別
配
慮
が
必
要
で
な
い

か
。
ま
た
同
制
度
に
限
ら
ず
、
愛
着
形
成
、

社
会
的
絆
の
大
切
さ
、
親
子
そ
の
も
の
を

支
援
す
る
視
点
を
重
視
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
同
制
度
の

事
故
防
止
や
保
育
内
容
の
充
実
に
努
め
る
。

答
副
市
長　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

子
育
て
を
支
援
す
る
環
境
を
整
備
し
、
子

育
て
支
援
に
効
果
的
な
事
業
を
検
討
す
る
。

公
　
明
　
党野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ

日
本
共
産
党玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

吹
田
党
・
参
政
党

中な
か

西に
し　

勇ゆ
う

太た
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学
校
ト
イ
レ
改
修
の
早
期
完
了
を

問　
子
供
や
保
護
者
か
ら
学
校
ト
イ
レ
の

改
善
要
望
は
強
く
、
こ
れ
ま
で
の
定
例
会

で
の
指
摘
が
形
と
な
っ
た
。
児
童
・
生
徒

数
の
多
い
学
校
等
を
優
先
し
つ
つ
、
早
期

の
工
事
完
了
を
求
め
る
が
、
令
和
８
年
度

の
着
工
か
ら
完
了
ま
で
の
工
程
を
示
せ
。

答　
未
改
修
の
ト
イ
レ
が
あ
る
51
校
に
つ

い
て
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

に
か
け
て
、
年
次
計
画
に
沿
っ
て
リ
ニ
ュ�

ー
ア
ル
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

江
坂
駅
周
辺
の
再
整
備
手
法
の
検
討

問　
新
大
阪
駅
周
辺
の
再
開
発
に
関
連
し
、

江
坂
駅
周
辺
の
再
整
備
も
必
要
と
考
え
る
。

容
積
率
緩
和
や
税
制
優
遇
等
に
よ
る
民
間

施
設
へ
の
支
援
の
検
討
が
必
要
で
な
い
か
。

答　
当
該
地
域
は
既
に
容
積
率
６
０
０
％

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
緩
和
は
誘
導
手
法
の

１
つ
だ
が
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

答　
ビ
ル
等
の
建
て
替
え
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
減
免
制
度
は
現
在
な
い
が
、

関
係
部
局
と
の
情
報
連
携
を
行
い
た
い
。

任
期
是
正
で
速
や
か
な
民
意
反
映
を

問　
本
市
で
は
統
一
地
方
選
挙
後
、
議
員

任
期
開
始
ま
で
１
か
月
、
市
長
任
期
開
始

ま
で
半
月
を
要
す
る
。
直
近
の
民
意
を
反

映
し
た
市
政
運
営
等
を
迅
速
に
行
う
た
め

に
、
任
期
開
始
を
早
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　
議
員
と
市
長
の
任
期
開
始
日
が

同
日
が
良
い
と
い
う
考
え
は
誰
も
が
同
意

す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
議
員
任
期
の
短
縮
は

議
会
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
り
、
言
及

す
る
立
場
に
な
く
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。

市
民
体
育
館
の
空
調
の
早
期
整
備
を

問　
市
民
体
育
館
の
空
調
整
備
は
、
避
難

所
の
環
境
整
備
や
熱
中
症
対
策
と
い
っ
た

危
機
管
理
施
策
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

魅
力
的
な
財
政
措
置
で
あ
る
国
の
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
早
期
に
整

備
す
る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
長　
市
民
体
育
館
の
熱
中
症
対
策
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
補
助
金
等
の
活
用

や
各
施
設
の
大
規
模
改
修
等
を
考
慮
し
、

で
き
る
だ
け
早
期
の
空
調
整
備
を
目
指
す
。

よ
り
有
利
な
公
金
保
管
の
方
法
を

問　
公
金
の
保
管
に
つ
い
て
、
利
息
が
つ

く
普
通
預
金
口
座
で
管
理
し
て
い
る
市
も

あ
る
中
、
本
市
は
利
息
が
つ
か
な
い
決
済

用
預
金
口
座
で
管
理
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
公
金
は
最

も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
で
保
管
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
預
金
額
が
全
額

保
護
さ
れ
る
決
済
用
預
金
口
座
に
保
管
す

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

保
育
所
整
備
の
政
策
決
定
の
妥
当
性

問　
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
南
立
体
駐
車
場
跡
地
を

活
用
し
た
保
育
所
整
備
案
は
、
地
域
か
ら

多
様
な
意
見
が
示
さ
れ
た
。
地
域
の
声
、
商

店
街
の
将
来
像
や
土
地
の
価
値
等
を
踏
ま

え
て
も
、
整
備
は
妥
当
だ
と
考
え
る
の
か
。

答
市
長　
当
該
跡
地
へ
の
保
育
所
整
備
は

地
域
の
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
必
要
だ

と
判
断
し
た
。
地
域
や
多
様
な
立
場
の
利

害
関
係
者
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

行
政
の
責
任
と
し
て
説
明
を
重
ね
て
い
く
。

大
阪
維
新
の
会

川か
わ

田た　
　

尚ひ
さ
し

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

泉い
ず

井い　
智と

も

弘ひ
ろ

大
阪
維
新
の
会

橋は
し

本も
と　

　
潤じ

ゅ
ん

吹
田
党
・
参
政
党

後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

澤さ
わ

田だ　
直な

お

己き

大
阪
維
新
の
会

高た
か

村む
ら　

将ま
さ

敏と
し
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紫
金
山
公
園
の
再
整
備
事
業

問　
紫
金
山
公
園
の
再
整
備
は
大
規
模
な

事
業
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
総
事
業
費
、
併
せ
て
公
園
協
議
会
の

運
営
方
法
や
参
加
条
件
に
つ
い
て
問
う
。

答　

２
０
２
７
年
度
に
実
施
設
計
、
翌
年

度
か
ら
２
年
間
、
再
整
備
工
事
を
予
定
し
、

総
事
業
費
は
約
５
億
８
０
０
０
万
円
で
あ

る
。
同
協
議
会
は
他
公
園
を
参
考
に
運
営

方
法
を
検
討
し
、
魅
力
向
上
に
向
け
て
多

様
な
主
体
が
参
加
で
き
る
構
成
と
す
る
。

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
先
立
っ
て

市
民
意
見
の
聴
取
を
実
施
予
定
だ
が
、
若

年
層
や
現
役
世
代
、
積
極
的
に
声
を
上
げ

な
い
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
声
を
計
画
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
手
法
を
問
う
。

答　
幅
広
い
年
代
の
声
を
集
め
る
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
休
日
の
商
業
施
設
で
の
調
査
な

ど
、
第
４
次
計
画
改
訂
時
の
手
法
を
参
考

に
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
者
の
提
案

も
含
め
、
効
果
的
な
手
法
を
検
討
す
る
。

市
の
情
報
発
信
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

問　
行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報
は
複
数
の
媒
体

で
発
信
さ
れ
、
結
果
的
に
情
報
が
散
在
し
、

必
要
な
市
民
に
届
き
づ
ら
い
。
情
報
の
入

り
口
を
一
本
化
し
、
地
域
の
活
動
情
報
も

併
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に

も
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
自
治
会
等
に
よ
る
地
域
活
動
の
可
視

化
は
、
当
該
機
能
を
備
え
た
ア
プ
リ
を
自

治
会
へ
紹
介
し
て
お
り
、
現
在
そ
の
導
入

状
況
や
活
用
の
広
が
り
を
注
視
し
て
い
る
。

公
有
地
の
利
活
用
に
地
域
の
声
を

問　
公
有
財
産
は
市
民
共
有
の
財
産
で
あ

り
、
そ
の
利
活
用
に
は
市
民
と
の
対
話
が

最
優
先
で
あ
る
。
地
域
で
育
ん
だ
文
化
や

記
憶
の
継
承
も
考
慮
し
つ
つ
、
中
・
長
期

的
視
点
を
持
っ
て
検
討
の
初
期
段
階
か
ら

住
民
参
画
の
下
、
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
公
有
地
利
活
用
の
考
え
か
ら
、
公
益

性
の
高
い
方
法
を
優
先
に
最
適
な
活
用
を

基
本
と
し
、
中
・
長
期
的
視
点
で
全
庁
が

連
携
し
地
域
の
要
望
を
基
に
進
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
南
吹
田
駅
前
広
場
の
利
活
用

問　
駅
前
広
場
は
単
な
る
交
通
空
間
に
限

ら
ず
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
整
備
が

求
め
ら
れ
る
。
広
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

手
続
き
な
ど
住
民
か
ら
市
に
相
談
が
あ
れ

ば
応
じ
て
も
ら
え
る
の
か
。
ま
た
、
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
市
長
に
問
う
。

答　
開
催
す
る
際
の
留
意
事
項
や
関
係
団

体
と
の
連
携
方
策
な
ど
、
相
談
に
応
じ
る
。

答
市
長　
人
口
増
加
や
開
発
動
向
に
よ
り
、

今
後
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
期
待
さ
れ
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
街
に

問　
病
気
や
障
害
等
で
生
活
に
制
限
が
生

じ
て
も
、
そ
の
後
の
人
生
を
楽
し
く
過
ご

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
だ
。
誰

も
が
買
い
物
や
食
事
を
楽
し
め
る
環
境
整

備
を
、
医
療
や
福
祉
、
商
店
街
等
と
連
携

し
て
市
が
一
体
的
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　
健
康
す
い
た
21
に
基
づ
き
、
公
園
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
商
業
施
設
と
の
連
携

な
ど
、
地
域
全
体
で
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
今
後
も
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

吹
一
公
民
館
分
館
の
廃
止
後
の
活
用

問　
分
館
跡
地
へ
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

移
転
が
最
善
の
選
択
で
あ
る
か
議
論
が
必

要
だ
。
市
民
要
望
の
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
資
す
る
活
用
や
図
書
館
機
能
充
実

な
ど
の
跡
地
活
用
の
検
討
は
行
っ
た
の
か
。

答　
さ
ん
く
す
図
書
館
は
多
目
的
室
を
設

置
し
、
自
習
室
開
放
な
ど
必
要
な
機
能
を

有
し
て
い
る
。
部
内
の
他
室
課
で
も
当
該

跡
地
を
補
完
す
べ
き
用
途
が
な
か
っ
た
た

め
、
活
用
の
想
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

樹
木
等
管
理
の
包
括
的
委
託
業
務
は

問　
公
園
や
道
路
樹
木
等
管
理
の
包
括
的

委
託
の
手
法
は
評
価
す
る
が
、
学
校
と
公

園
が
隣
接
す
る
敷
地
の
管
理
な
ど
、
部
局

を
ま
た
ぐ
対
応
も
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。

予
算
面
な
ど
全
体
的
な
検
討
は
行
う
の
か
。

答　
今
回
は
、
特
定
エ
リ
ア
内
の
公
園
と

道
路
の
樹
木
管
理
や
清
掃
等
を
想
定
し
た

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
試
行
的
に
実
施
す
る
。

ま
ず
は
公
園
と
道
路
の
包
括
管
理
を
行
い
、

事
業
の
検
証
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

立
憲
民
主
党西に

し

岡お
か　

友と
も

和か
ず

日
本
共
産
党竹た

け

村む
ら　

博ひ
ろ

之ゆ
き

公
　
明
　
党浜は

ま

川か
わ　

　
剛つ

よ
し

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か

日
本
共
産
党柿か

き

原は
ら　

真ま

生き

公
　
明
　
党井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

日
本
共
産
党山や

ま

根ね　
建た

け

人と

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

白し
ら

石い
し　

　
透と

お
る

令和 8年 6月１日発行 6

す い た 市 議 会 だ よ り

令和8年 6月１日発行

意
見
書
等

議
決
結
果

定
例
会
の
概
要

代
表
質
問

常
任
委
員
会

質

問

質

問

質

問

質

問



公
的
施
設
に
期
日
前
投
票
所
増
設
を

問　
期
日
前
投
票
者
数
の
増
加
に
対
し
て

投
票
所
が
少
な
く
、
先
の
選
挙
で
は
１
時

間
以
上
の
待
ち
時
間
が
生
じ
、
投
票
を
諦

め
た
市
民
も
い
た
と
側
聞
す
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
公
的
施
設
を
活
用

し
、
投
票
所
を
増
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
副
市
長　
設
置
箇
所
を
増
や
す
こ
と
も

含
め
た
課
題
解
決
が
必
要
で
あ
り
、
コ
ミ�

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
に
設
置
す

る
な
ど
、
投
票
環
境
の
充
実
に
取
り
組
む
。

能
登
半
島
地
震
の
経
験
を
広
め
よ

問　
能
登
半
島
地
震
発
災
か
ら
３
年
を
迎

え
る
令
和
８
年
度
は
、
世
間
か
ら
の
関
心

が
薄
れ
、
支
援
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

本
市
の
被
災
地
支
援
の
経
験
を
、
次
世
代

や
他
の
地
域
に
も
広
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
災
害
対
応
の
経
験
を
伝
承
す
る
た
め

の
研
究
事
業
が
国
に
採
択
さ
れ
る
な
ど
成

果
も
得
て
い
る
。
研
究
活
動
と
社
会
実
装

の
連
結
を
意
識
し
、
本
市
、
ひ
い
て
は
全

国
の
防
災
力
強
化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
利
用
基
準
の
見
直
し
を

問　
本
市
の
公
共
施
設
は
利
用
者
の
制
限

に
よ
り
、
異
世
代
交
流
や
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
の
推
進
を
妨
げ
て
い
る
。
社

会
貢
献
に
類
す
る
場
合
は
利
用
可
能
に
す

る
等
、
利
用
基
準
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

答　
各
公
共
施
設
の
設
置
目
的
に
基
づ
き
、

利
用
者
の
範
囲
を
定
め
て
い
る
。
今
後
は
、

関
係
部
局
が
連
携
し
て
運
用
し
て
い
く
と

と
も
に
、
利
用
希
望
者
へ
の
丁
寧
な
説
明

と
周
知
に
努
め
、
利
用
を
促
進
し
て
い
く
。

保
育
施
設
へ
の
警
備
体
制
強
化
策
を

問　
喫
緊
の
課
題
と
し
て
保
育
施
設
の
警

備
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
警
備

に
係
る
経
費
を
継
続
的
に
市
が
支
援
す
る

こ
と
で
、
実
効
性
の
高
い
安
全
対
策
と
な

る
。
警
備
会
社
と
の
契
約
額
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
す
で
に
警
備
人
員
の
経
費
へ
の
補
助

を
市
独
自
で
実
施
し
て
お
り
、
35
施
設
が

活
用
し
て
い
る
。
今
後
も
必
要
な
対
応
策

の
把
握
と
効
果
的
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
把
握
は

問　
家
族
を
介
護
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
、
学
業
や
友
人
関
係
を
犠
牲
に
し
、
周
囲

に
相
談
で
き
ず
孤
立
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

早
期
把
握
に
向
け
た
市
の
支
援
策
を
問
う
。

答　
児
童
福
祉
・
教
育
分
野
で
は
本
人
か

ら
の
相
談
の
ほ
か
、
周
囲
か
ら
の
虐
待
通

告
、
面
談
等
に
よ
り
把
握
に
努
め
て
い
る
。

高
齢
福
祉
分
野
で
は
高
齢
者
の
相
談
対
応

時
に
家
族
状
況
を
確
認
の
上
、
未
成
年
へ

の
負
担
の
有
無
を
把
握
し
支
援
し
て
い
る
。

拠
点
校
部
活
動
で
の
交
通
費
の
課
題

問　
在
籍
校
と
異
な
る
拠
点
校
で
の
部
活

動
へ
の
移
動
で
は
通
学
定
期
割
引
が
適
用

さ
れ
ず
、
交
通
費
の
負
担
増
が
課
題
で
あ

る
。
制
度
上
の
問
題
と
し
て
、
市
が
国
や

関
係
機
関
へ
働
き
か
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
通
学
定
期
の
運
用
は
各
電
鉄
会
社
が

定
め
る
も
の
と
の
認
識
だ
が
、
大
阪
府
内

に
お
け
る
拠
点
校
部
活
動
に
係
る
交
通
費

負
担
の
実
態
把
握
も
不
十
分
な
た
め
、
ま

ず
は
他
市
状
況
の
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

大
阪
維
新
の
会

江え

口ぐ
ち

礼れ
い

四し

郎ろ
う

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

藤ふ
じ

木き　
栄え

い

亮す
け

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

梶か
じ

川か
わ　

文ふ
み

代よ

大
阪
維
新
の
会

今い
ま

西に
し　

洋よ
う

治じ

大
阪
維
新
の
会

清し

水み
ず　

亮り
ょ
う

佑す
け

大
阪
維
新
の
会

後ご

藤と
う

久く

美み

子こ

スマホやタブレットで市議会だよりをご覧になれます

最新号が発行されると、
アプリにお知らせが届き
ます。
※�令和８年４月１日より、マチイ
ロのリニューアルに伴いバック
ナンバーの閲覧ができなくなり、
最新号のみご覧になれます。

最新号のほか、バックナン
バーがご覧になれます。
アプリだけでなくブラウザ
からもアクセス可能です。
https://cccc.backshelf.jp/

iOS Android

アプリのQRコード

iOS Android

アプリのQRコード

※�アプリの「本棚切り替え」で、ち
いき本棚を選択してください。

最新号をいち早く読むなら！ バックナンバーも読むなら！
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※�分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。
なお、財政総務常任委員会には付託案件はありませんでした。

常任委員会の審査から

賛成多数で
承  認

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　
予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
20
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第19号　令和８年度一般会計予算
　総額1,819億9,656万円、前年度比0.9％の増
議案第20～27号　令和８年度特別会計予算(国民健康保険等８件)
　総額815億7,893万円、前年度比4.7％の増
議案第28号、29号　令和８年度企業会計予算(水道、下水道)
　総額289億9,600万円、前年度比9.7％の減
議案第30号　令和７年度一般会計補正予算(第８号)
　�物価高対応子育て応援手当の追加支給に係る経費として、�
６億7,848万円の増額補正

主 な 付 託 案 件

議案第19号　令和８年度一般会計予算
〈新規・拡充に伴う主な内容〉

○保健推進事業� 105万円
　�ＡＹＡ世代がん患者の終末期における在宅福祉
サービス利用の費用助成に係る経費

○保健推進事業� 91万円
　�骨髄等ドナーおよびドナーが所属する市内に住
所を有する事業所に対する費用助成に係る経費

○母子健診事業� 315万円
　�５歳児健康診査（２段階方式／抽出型健診）の実
施に係る経費

○ごみ減量・再資源化促進事業� 50万円
　�持続可能な航空燃料（ＳＡＦ）の啓発および廃食
用油回収の促進に係る経費

○商工振興事業� 200万円
　�市内中小企業者のデジタル化費用の補助に係る
経費

○北千里駅前地区市街地再開発事業�
� ３億5,560万円
　�北千里駅前地区市街地再開発事業の補助に係る
経費

○家庭児童相談事業� 401万円
　�児童育成支援拠点の設置に係る経費

○児童発達支援事業� 19万円
　�杉の子学園およびわかたけ園の通園バスにおけ
る位置情報配信システムの導入に係る経費

○地域医療推進事業� 125万円
　�災害時における医薬品等の確保および供給体制
の整備に係る経費

○大学のあるまちづくり事業� 1,113万円
　�ふるさと納税制度を活用した市内大学への活動
支援に係る経費

杉の子学園の通園バス
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○青少年クリエイティブセンター管理事業�
� 1,408万円
　�青少年クリエイティブセンターの移転・集約建
て替えに係る基本構想の策定経費

〈総括質疑の主な質疑項目〉
○�ＪＲ吹田駅前の再々整備を進めるため、市が
吹田市開発ビル株式会社に対し、役員の一部
刷新を求める必要性

○�諸収入の雑入における、さらなる歳入確保に
向けた努力

○�狭あいを解消するため、多額の費用をかけて
パスポートセンターの拡張等を行うことの妥
当性

○�市の方向性等を確認する公共施設最適化推進
委員会に市長が出席する必要性

○�子どもの習い事費用助成事業の効果検証と、
費用対効果を踏まえた事業の抜本的な見直し

○�学校徴収金管理団体への公費貸付金における
債権回収の確実性の担保

○�具体性や財源の裏付けを持った計画的な行財
政運営の推進

○�公園および道路樹木等管理包括的民間委託業
務（千里南公園エリア）を受注できなかった地
元事業者への配慮

特定教育・保育施設等整備支援事業における
ＪＲ吹田駅南立体駐車場跡地の活用について
○�将来的な商店街の整備を見据え、保育所誘致
を再検討する必要性

○�待機児童対策と商店街活性化の両立に向けた
地元住民等への丁寧な説明と合意形成

〈賛成意見の概要〉
○�ＪＲ吹田駅周辺の待機児童対策は必要だが、保
育所整備計画を進めるに当たり、地域や商店街
との信頼関係は極めて重要である。声を聴くな
ど、理解を得るための最大限の努力を求める。

〈反対意見の概要〉
○�公平な物価高騰対策がなく、市民課業務委託の
効果にも疑問がある。福祉人材確保策も不十分
で、保育所誘致の強引な進め方や見通しの示せ
ない東西道路の拡幅整備も見直すべきである。

○住宅政策事業� 36万円
　�管理不全リスクの高いマンションに対するマン
ション管理適正化専門家派遣の実施に係る経費

※�本予算については、副市長から「文教市民分科会での指摘等を踏まえ、消費生活センターおよびパスポー�
トセンターが共用で使用する、さんくす３番館506号室の賃借料等について、占用面積の割合に応じて案
分するよう積算の見直しを行いたい」との原案の一部修正の申し出があり、これに対する質疑を行った後、

　�委員会は一部修正を許可しました。�
また、パスポートセンターの拡充および消費生活センターの移転に関する予算、ＪＲ吹田駅南立体駐車場
跡地を活用した保育所誘致に関する予算について削除を求める組み替え動議が一部の委員から提出され、
賛成少数で否決されました。

○教育活動支援事業� 2,173万円
　�居場所サポーターの配置校拡大に係る経費

　※�令和７年10月29日、決算
常任委員会から教育長に提
言として提出し、それを受
けて実施されるものです。 提出した提言
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議案第30号　令和７年度一般会計補正予算(第８号)

〈賛成意見の概要〉
○�物価高騰は全世帯に影響があり、公平で効率的
な支援策の検討が必要である。市民の公平な負
担軽減を第一に、地域の実情に合った、誰も取
り残さない支援策の検討を求め、賛成する。

〈主な内容〉
○物価高対応子育て応援手当給付事業�
� ６億7,848万円
　�物価高対応子育て応援手当の追加支給に係る経費

〈主な内容〉

文
教
市
民
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

教
育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

　
文
教
市
民
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
２
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第９号　公民館条例の一部改正
　吹一地区公民館の位置を変更するとともに、
　吹一地区公民館さんくす分館を廃止するものです。
議案第40号　藤白台市民ホールの指定管理者の指定
　藤白台市民ホール運営委員会を、令和８年４月１日から
　令和13年３月31日まで指定管理者に指定するものです。

付 託 案 件

藤白台市民ホール

移転後の吹一地区公民館
完成イメージ

議案第９号　公民館条例の一部改正 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
さんくす分館の廃止について
○提案に至った経緯
○提案時期を今定例会とした理由
○�近隣公民館の改修工事等に伴う利用者の受け入れなど、
周辺地域の状況も考慮し、廃止を再検討する必要性

○�跡地利用も含め、地域や利用者からの要望等を踏まえ�
た市の対応

全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○指定管理者候補者選定委員会の意見を受けた市の対応

議案第40号　�藤白台市民ホールの�
指定管理者の指定

全員賛成で
承  認
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建
設
環
境
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

道
路
、
公
園
、
水
道
、
環
境
な
ど

　
建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
３
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第８号　水道条例の一部改正
　�非常災害時に給水装置工事を施行することができる事業者の範囲を拡大
するものです。

議案第12号　高浜橋耐震補強及び補修工事請負契約の一部変更
　�高浜橋耐震補強および補修工事請負契約について、国より要請通知を受け
た賃金等の急激な変動に伴う工事請負契約書第26条第６項（インフレスラ
イド条項）の適用および塗装塗り替え範囲の一部において、橋桁に添架し
ている通信管が支障となることから、施工方法を変更することなどにより
請負金額を変更するものです。

議案第18号　市道路線の認定
　道路法の規定により、青葉丘南21号線ほか15路線を認定するものです。

付 託 案 件

議案第８号　水道条例の一部改正 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○本案の提案に至った経緯

○事業者範囲の拡大を要する具体的局面

○事業者の範囲拡大に伴う使用資材の適合性確認の必要性

○市外事業者に発注する場合の費用増大への対応

○事業者の範囲拡大による運用面での課題

○非常災害時における水道事業者間での応援体制

議案第12号　高浜橋耐震補強及び補修工事請負契約の一部変更

〈主な質疑項目〉
○工事発注前に支障となる通信管を把握できなかった理由

○インフレスライド条項適用の要因

○本契約の一部変更による工期への影響

全員賛成で
承  認

議案第18号　市道路線の認定

〈主な質疑項目〉
○行き止まりの路線を認定する条件

○行き止まり路線の認定開始時期

全員賛成で
承  認
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、
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療
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な
ど

　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
４
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第１号　�乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する�
基準を定める条例

議案第１号　乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
　�児童福祉法の一部改正に伴い、乳児等通園支援事業の設備および運営に
関する基準を定めるものです。

議案第５号　国民健康保険条例の一部改正
　�国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、子ども・子育て支援納付金賦

ふ
課
か

額を徴収するとともに、保険料軽減対象を拡大するものです。
議案第17号　地方独立行政法人市立吹田市民病院第４期中期計画の認可
　�地方独立行政法人法の規定に基づき、地方独立行政法人市立吹田市民�
病院第４期中期計画を認可するものです。

主 な 付 託 案 件

〈主な質疑項目〉
〇�公共施設を活用したゼロ歳児を含む通園支援
体制の早期整備

〇現場負担が増える中での保育の質の確保

〇�保育従事者の資格要件を市独自で定める�
必要性

〇実施施設における運営負担と採算性の確保

〇担当保育士の固定による信頼関係の構築

〇�一時預かり事業との混同を避けるための�
周知方法

〈賛成意見の概要〉
〇�潜在的な育児ニーズを把握し現場状況を考慮
した十分な議論が必要である。関係機関等と
の連携を強化し、真に支援を必要とする親子
に手が届く仕組みづくりを強く求め賛成する。

〇�本事業は子どもの成長と家庭支援が目的だが、
保育現場の負担増や親子の時間減少という懸
念もある。家庭での子育て支援や質の高い運
用の充実を強く求めた上で賛成する。

〈反対意見の概要〉
〇�国の「こども誰でも通園制度」基準では職員�
配置や資格等の面で保育の質が十分に確保さ
れない。子どもの命と安全、事業者を守るた
めに、市独自の基準を定めるべきである。

賛成多数で
承  認
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〈主な質疑項目〉
〇市民病院に対し、より具体的な目標の明記を求める必要性
〇目標の達成状況と市から市民病院への改善要請の在り方
〇合理的配慮の推進に向けた市と同病院の連携および課題共有
〇旧市民病院跡地の売却に伴う資金収支への影響
〇同跡地売却の進め方に係る市の主体的な関与

〈賛成意見の概要〉
〇�地域医療への貢献に感謝するが、救急受け入
れ強化に向けた医師確保や面会制限緩和など
課題も多い。経営の透明化を進め、医療提供
体制の充実に取り組むことを求め賛成する。

〈反対意見の概要〉
〇�合理的配慮の具体策や数値目標が欠如し、法
の趣旨への認識が不十分である。また、監査
の指摘への対応や救急搬送拒否の改善など、
市民の信頼に応える計画とは言い難い。

議案第５号　国民健康保険条例の一部改正

地方独立行政法人市立吹田市民病院

〈主な質疑項目〉
〇�本条例改正に伴う１世帯当たりの保険料への
影響額

〇子育て世代の保険料負担が増すことへの懸念

〇市独自の負担軽減策の検討

〇�保険料の改定理由を被保険者へ丁寧に説明�
する必要性

〈反対意見の概要〉
〇�保険料軽減対象の拡大には賛成するものの、
公費で賄うべき子育て支援の財源を医療保険
料に賦

ふ
課
か
し、加入者間の不公平や分断を招く

制度導入を含むため、反対する。

〇�軽減措置には理解を示すが、単身者や高齢者
の実情にそぐわない点に加え、大阪府内の保
険料統一化により、市が独自の制度改正を行
えない現状は不十分である。

賛成多数で
承  認

議案第17号　�地方独立行政法人市立吹田市民病院�
第４期中期計画の認可

賛成多数で
承  認

※�本案についてより充実した審査を行うため、参考人として地方独立行政法人市立吹田市民�
病院長ほか４名の出席を求め、意見を聴取しました。

13

す い た 市 議 会 だ よ り

令和8年 6月１日発行 令和 8年 6月１日発行

意
見
書
等

議
決
結
果

定
例
会
の
概
要

代
表
質
問

常
任
委
員
会

質

問

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会



議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果
報　　告
報告第１号 専決処分報告　専決第１号　令和７年度吹田市一般会計補正予算（第７号） 承認

報告第２号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第３号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

条　　例
議案第２号 吹田市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第３号 吹田市立こども発達支援センター条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第６号 吹田市保健所事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第７号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第８号 吹田市水道条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第９号 吹田市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

議案第10号 吹田市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第39号 吹田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

予　　算
議案第21号 令和８年度吹田市部落有財産特別会計予算 予 原案可決

議案第22号 令和８年度吹田市勤労者福祉共済特別会計予算 予 原案可決

議案第23号 令和８年度吹田市介護保険特別会計予算 予 原案可決

議案第24号 令和８年度吹田市後期高齢者医療特別会計予算 予 原案可決

議案第25号 令和８年度吹田市公共用地先行取得特別会計予算 予 原案可決

議案第26号 令和８年度吹田市病院事業債管理特別会計予算 予 原案可決

議案第27号 令和８年度吹田市母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計予算 予 原案可決

議案第28号 令和８年度吹田市水道事業会計予算 予 原案可決

議案第29号 令和８年度吹田市下水道事業会計予算 予 原案可決

議案第30号 令和７年度吹田市一般会計補正予算（第８号） 予 原案可決

議案第31号 令和７年度吹田市一般会計補正予算（第９号） 予 原案可決

議案第32号 令和７年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 予 原案可決

議案第33号 令和７年度吹田市勤労者福祉共済特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決

議案第34号 令和７年度吹田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 予 原案可決

議案第35号 令和７年度吹田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 予 原案可決

議案第36号 令和７年度吹田市公共用地先行取得特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決

議案第37号 令和７年度吹田市水道事業会計補正予算（第２号） 予 原案可決

議案第38号 令和７年度吹田市下水道事業会計補正予算（第２号） 予 原案可決

その他の議案
議案第11号 （仮称）南千里駅前公共公益施設整備事業契約の一部変更について 可決

議案第12号 高浜橋耐震補強及び補修工事請負契約の一部変更について 建 可決

議案第13号 佐井寺西土地区画整理事業に係る雨水調整池等築造工事（その１）請負契約の一部変更について 可決

議案第14号 吹田市立小・中学校特別教室等空調設備整備事業契約の一部変更について 可決

議案第15号 吹田市立小・中学校屋内運動場空調設備整備事業契約の一部変更について 可決

議案第16号 包括外部監査契約の締結について 可決

議案第18号 市道路線の認定について 建 可決

議案第40号 吹田市藤白台市民ホールの指定管理者の指定について 文 可決

議案第42号 吹田市教育委員会委員の選任について 同意

議案第43号 吹田市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議員提出議案等
市会議案第１号 人権擁護委員の推薦に関する意見について 原案可決

市会議案第４号 アメリカ、イスラエル及びイランにおける武力行使の即時停止と平和的解決を求める決議 原案可決

令和 8年 6月１日発行令和 8年 6月１日発行 14
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※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。
　文…文教市民常任委員会、福…健康福祉常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果
条　　例
議案第１号 吹田市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 福 原案可決
議案第４号 吹田市子ども・子育て支援法施行条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
議案第５号 吹田市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
予　　算
議案第19号 令和８年度吹田市一般会計予算 予 原案可決
議案第20号 令和８年度吹田市国民健康保険特別会計予算 予 原案可決
その他の議案
議案第17号 地方独立行政法人市立吹田市民病院第４期中期計画の認可について 福 可決
議案第41号 吹田市副市長の選任について 同意
議員提出議案

市会議案第２号 非核三原則の堅持を求める意見書 原案可決
市会議案第３号 高額療養費制度の自己負担限度額を引き上げないよう求める意見書 否決

＜全員賛成以外の議案＞

賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

議決結果

大阪維新の会 日本共産党 公明党 自民党 吹・参 市民と歩 立 参

賛　
成

反　
対
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田　
　
尚

江
口
礼
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水　
亮
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西　
洋
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林　
　
恭
広

橋
本　
　
潤

乾　
　
　
詮

高
村　
将
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口　
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玉
井
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樹
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博
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由
真

泉
井　
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藤
木　
栄
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後
藤　
恭
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中
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勇
太

梶
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文
代

五
十
川
有
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西
岡　
友
和

久
保　
直
子

条　　例
議
長
に
つ
き
、
採
決
に
は
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議案第１号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 7
議案第４号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 7
議案第５号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 23 9
予　　算
議案第19号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 23 9
議案第20号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 23 9
その他の議案
議案第17号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 30 2
議案第41号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 30 2
議員提出議案

市会議案第２号 原案可決 × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × 1715
市会議案第３号 否決 × ○ × × × ○ ○ × 1022
賛成者は○、反対者は×としています。
会派名：自民党＝自民党吹田・無所属の会、吹・参＝吹田党・参政党、市民と歩＝市民と歩む議員の会、立＝立憲民主党、参＝参政党

アメリカ、イスラエル及びイランにおける
武力行使の即時停止と平和的解決を求める決議

　本決議は、緊迫化する中東情勢を受け、議長を除く全議員が提案者となりました。本定例会最終日の�
３月24日の本会議において全会一致で可決し、アメリカ、イスラエル、イランの各在日大使館へ送付しました。

可決した
決議

〈決議の内容〉 （内容を要約して掲載しています。全文は市議会ホームページで確認できます。）　
　令和８年２月以降、中東地域において武力衝突が激化し、大規模な空爆や報復攻撃の応酬という深刻な事態に至っている。
一連の軍事攻撃により罪の無い多くの市民が犠牲となるなど事態は混迷を極めている。いかなる理由があろうとも、一方的
な軍事攻撃は国際社会の安全保障を根底から揺るがすものであり許されず、事態の鎮静化には理性ある対話への回帰が不
可欠である。よって、関係各国に対し、武力行使の即時停止と、平和的解決に向けた最大限の努力を行うよう強く求める。
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～意  見  書 ～

次回のすいた市議会だより（No.349 役員改選号）は令和８年（2026年）７月１日発行予定です。

議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか
らでも閲覧可能）をご覧ください。

　５月定例会を５月28日㈭から６月25日㈭までの会期で開催しています。なお、日程は予定であり、変更されることがあるほ
か、以下の日程以外にも委員会等を開催する場合がありますのでご了承ください。本会議および常任委員会は、原則午前10時開会
予定でいずれも公開しています。傍聴を希望される場合は、あらかじめ市議会ホームページ等でご確認ください。

　次の意見書案１件を可決し、政府等に
送付しました。（内容を要約して掲載して
います。全文は市議会ホームページで確
認できます。）

○�非核三原則の堅持を求める意見書
　�　非核三原則は、核兵器を「持たず、つくらず、
持ち込ませず」を国是とし、歴代内閣もこれを堅�
持している。しかしながら、現在、同原則の見直�
しの可能性が報道されている。

　�　唯一の戦争被爆国である我が国は、被爆の実相
を後代に伝え、「核兵器のない世界」の実現に向け
て努力すべきであるため、政府および国会に対し、
同原則を堅持するよう強く求める。

令和８年（2026年）５月定例会日程

５月28日㈭　本会議（提案説明）
６月 ４日㈭　本会議（役員改選）
	 ５日㈮　本会議（役員改選）
	 12日㈮　本会議（質問）
	 15日㈪　本会議（質問）
	 予算常任委員会（提案説明、資料要求）

４常任委員会（提案説明、資料要求）

６月16日㈫　財政総務常任委員会（質疑、討論・採決）
	 文教市民常任委員会（質疑、討論・採決）
	 予算常任委員会財政総務分科会（質疑）
	 予算常任委員会文教市民分科会（質疑）
	 17日㈬　健康福祉常任委員会（質疑、討論・採決）
	 建設環境常任委員会（質疑、討論・採決）
	 予算常任委員会健康福祉分科会（質疑）
	 予算常任委員会建設環境分科会（質疑）
	 19日㈮　予算常任委員会（討論・採決）
	 25日㈭　本会議（討論・採決）

11月定例会閉会後の主な議会活動

議 会 日 誌

開催した会議

12
月22日 政務活動費経理責任者会議

1
月23日 議会運営委員会

2
月

4日 議会広報委員会

10日 議会運営委員会

18日 本会議、議会運営委員会、予算常任委員会、�
予算常任委員会分科会（財政総務、健康福祉）

19日 政務活動費経理責任者会議

25日 本会議、予算常任委員会

26日 本会議

27日 本会議、議会運営委員会

3
月

２日 本会議、
常任委員会（文教市民、健康福祉、建設環境、予算）

３日 常任委員会（文教市民、健康福祉、建設環境）

４日 予算常任委員会分科会（財政総務、文教市民）

５日 予算常任委員会分科会（財政総務、文教市民）

６日 予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）

９日 予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）

16日 文教市民常任委員会

17日 予算常任委員会、予算常任委員会理事会

19日 議会運営委員会

24日 本会議、議会運営委員会

～人 事 案 件～
　次の方々の選任に同意しました。
○副市長(任期４年)
　　辰

たつ
谷
たに
　義

よし
明
あき
　氏

○教育委員会委員(任期４年)
　　谷

たに
池
いけ
　雅

まさ
子
こ
　氏

○固定資産評価審査委員会委員(任期３年)
　　田

た
中
なか
　義

よし
久
ひさ
　氏

可決した
意見書

※４常任委員会：財政総務、文教市民、健康福祉、建設環境常任委員会
※本会議の各質問日の質問者・項目を事前に市議会ホームページに掲載予定です。
※�本会議での保育付き傍聴（５月28日の提案説明を除く）や手話通訳者の派遣を実施していますので、希望される方は事前に議会事務局まで�
ご連絡ください。（電話 06-6384-2644　FAX 06-6338-0920）

令和 8年 6月１日発行

す い た 市 議 会 だ よ り

16


